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取組例１ 合同保育・授業研究会の開催で互いの教育・保育観を知り理解し合う 

秋の涼しくなってきた頃、小学校１年生と園児による合同保育・授業研究会が開催された。

提案者は小学校側で、生活科単元「昔の遊びを楽しもう」において、地域の高齢者から学ん

だ昔の遊びを楽しむ際、小学校と幼保連携型認定こども園で指導案を共同で作成し臨んだ。 

 

互いの教育・保育観の違いやよさに気付いた指導案づくり 

企画から当日実施を含めて、実に５回も集う機会が設けられた。 

指導案の様式は、活動の流れを挟むように左側を小学校、右側に幼保連携型認定こども園

の指導上の留意点を記載した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜指導案の作成を通して＞ 

指導案の作成を通して、小学校側が気付いたことは、文章表現の語尾が小学校に「～させ

る」「～できるようにする」といった「使役」表現が多かったことである。幼保連携型認定こ

ども園は、「～する場を設定する」「～したくなるようにする」など園児が自ら動き出せるよ

うに何をしていくのかを表現していることが挙げられた。 

また、幼保連携型認定こども園側が気付いたことは、一斉指導の在り方が小学校側は説明

をキーワードにして分かりやすく説明していたことなどであった。 

指導法の違いについても、小学校では、多くの人数を限られた時間で動かすことから、ま

とめて説明したり、教師があらかじめグループを決めておいたりして、活動が平等になるよ

うな配慮がある場合がほとんどである。 
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しかし、幼保連携型認定こども園では、きっかけとなる場面を設定して、園児の反応を見

て環境の構成を工夫していく。小学校との違いは、園児の興味や関心を重視した活動となっ

ていることである。 

このような違いが出る理由として、小学校は学習活動に対して評価規準に則った評価を行

う必要があるため、活動の機会を確保していくことになるからである。 

互いの教育・保育観を知るには授業（教育・保育）作りが効果的であったと振り返りで聞

かれた。 

 

＜事前の打合せと事後の振り返りを行うことの効果＞ 

 授業当日に向けて、幼保連携型認定こども園の職員と小学校の教職員同士で事前の打合せ

を４回行い、当日を迎えた。事後の振り返りは、授業当日の午後に 1 時間程度の時間を設け

て実施した。 

 幼保連携型認定こども園の職員と小学校の教職員間での事前の打合せでは、下記の内容が

中心であった。 

回 場所 内   容 

１回目 小学校 
顔合わせ。小学校側からの授業内容について提案。 

児童や園児の実態を共有する。 

２回目 
幼保連携型 

認定こども園 

小学校側が幼保連携型認定こども園で保育参観を行ってからの打合せ。 

ねらいは園の様子を知ってもらうこと。 

授業参観後、互いの指導案を合わせる。役割の確認。 

３回目 小学校 

幼保連携型認定こども園側が小学校で授業参観を行ってからの打合せ。 

ねらいは小学校の様子を知ってもらうこと。 

当日の準備物についての確認。 

４回目 小学校 授業前日に最終打合せ。当日の流れの確認。 

  

 事後の振り返りについては、授業当日に行ったことで、互いの思いが冷めやらぬ中、活発

に意見交換ができた。幼保連携型認定こども園も小学校も「もう一度、この機会がほしい」

と願ったことが何よりの成果であった。幼保連携型認定こども園側は、送り出した園児の成

長した姿も見ることができたし、小学校は、次に迎え入れる児童の姿を目にすることができ

た。 

当初の予定では、２回程度の打合せの予定であった。しかし、小学校と幼保連携型認定こ

ども園の指導方法の違いが見えてきたことから、急遽、小学校と幼保連携型認定こども園の

参観を予定した。まずは、互いの指導を見る必要があると考えたからである。 

 成果としては、小学校側が乳幼児期の学びを知ることで、今、目の前にいる児童に対する

理解が深まったことだった。また、園側にも収穫があった。それは、小学校の学習の流れを

知ることで、効果的な一斉指導の在り方について考える機会となった。 
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この交流では、保育教諭等は、幼保連携型認定こども園の教育及び保育の先にある

子どもの姿を見ることで、今行っている教育及び保育の中で何を大切にしていくのか

を改めて確認できました。また、小学校教師は、教育及び保育で経験していることや

援助方法などを知り、経験してきたことを生かした小学校教育の進め方を考えていく

ことができました。授業、教育及び保育のよさを学び合うことで、今後の指導に生か

すことができ、互恵性のある交流となりました。 

 幼保連携型認定こども園の教育及び保育と小学校教育の「接続」に必要なことは、

まずは、「互いを知ること」につきるでしょう。互いを知れば、「違い」や「共通点」

が見えてきて、そこから「つながる」部分が見えてくるようになるのかと感じられた

実践でした。 

 

 

取組例２ 「お招き授業参観」で児童と保育教諭等の交流が実現 

４月末に小学校側が、送り出した園の保育教諭等を招いて授業参観を開催した。 

保育教諭等は小学校入学後の様子が気になることが多く、各自時間を調整して参加したため

か、参加者は多かった。 

 

＜園児の成長や実態を共有する＞ 

児童にとっては懐かしい保育教諭等の顔が見られて、最初は興奮気味であったが、しっか

りと成長した姿を見せようと張り切る児童、ふと園生活を思い出して甘えた表情を見せる児

童と様々な姿が見られた。 

１時間の授業参観後、小学校の研修室に集まり、児童の成長や実態について保育教諭等か

ら気付いたことを伝えてもらった。また、今になって見えてきた小学校教師からの困り感や

戸惑いを伝え、情報共有ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜保育教諭等から気付いたこと＞ 

〇入学してわずか１か月あまりで、集中して学習に取り組めている姿に驚いた。 

〇園では、元気いっぱいだった園児が、周りを気にしているのか、少し元気がなかった。何

か不安なことがあるのかもしれない。 

〇小学校では、「やるべきこと」が多すぎて、園児たちの「やりたいこと」につながってい 

るのかが心配になった。休み時間は、自由に「やりたいこと」を保障してあげてほしい。 
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これらの取組のように、小学校の教職員が、幼保連携型認定こども園の教育及び保

育の中で大切にしていることや育っているものを知ったり、園の職員が、小学校生活

や授業の進め方を知ったりするなど、互いの教育などの在り方を理解し合っていくこ

とが、幼保連携型認定こども園の教育及び保育と小学校教育の接続において、まずは

重要なことであると言えます。 

 

○新しい生活の中で自分の力を十分に発揮できるような教育及び保育とは 

乳幼児期は、遊びの中に様々な学びがあります。幼保連携型認定こども園と小学校

では、学び方や時間の流れなどの環境が異なっています。また、乳幼児期と児童期で

は子どもの実態が違うため、生活の仕方や学び方に違いが見られる場面が多くあるで

しょう。子どもの発達の状況や成長の過程に応じて、その時期にふさわしい生活が保

障されていくことが重要です。 

幼保連携型認定こども園の教育及び保育においては、小学校教育を見通して、特に、

生活環境が変わったときに、様々なことを感じながらも、自分なりに考えたり工夫し

たりしながら最後までやり抜く力など、新しい生活の中で自分の力を十分に発揮しな

がら意欲的に活動を進めていくことができるような園児の姿を育てていくことが、大

切なことではないでしょうか。 

小学校での学び方を取り入れたり、小学校の授業に向けての練習をしたり、保育教

諭等による一方的な教育及び保育を展開したりするのではなく、幼保連携型認定こど

も園の教育及び保育で大切にしたいことを改めて意識し、乳幼児期にふさわしい生活

の中で「環境を通して行う教育及び保育」を実現していけるよう、幼保連携型認定こ

＜小学校教師からの意見＞ 

〇鉛筆の持ち方が定着するのに時間がかかる子が多い。お箸やスプーンの持ち方が鉛筆の

持ち方にもつながっていくということを、家庭にも伝えるなどしながら、正しく扱える

ようになるとよいのではないか。 

〇挨拶や返事は上手だが、困ったときに「教えてください」や「分かりません」が言えず、

黙ってしまう子が多い。困ったときの対処法を園ではどのように指導していたのかを知

りたい。 

〇園で教えてもらったことを小学校でも生かそうとしている。幼児期で学んだことや習慣

は小学校でも見られるし、基礎となっていると実感している。 
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ども園での教育及び保育の内容を検討し、工夫しながら環境を構成していきたいもの

です。 

 

園児が主体的に環境に関わり遊ぶ中で、様々なことへの気付きや発見、試しや工夫

を経験したり、不思議だな、どうしてだろうなどと感じたり、自分なりに表現するこ

とを楽しんだり、繰り返し挑戦する中で友達と協力する大切さや相手との心地よい関

わり方に気付いたり、活動を通して達成感や満足感を十分に味わったりしていくこと

などは、幼保連携型認定こども園における「環境を通して行う教育及び保育」で大切

にしていきたいものです。幼保連携型認定こども園の教育及び保育において育みたい

資質・能力をしっかりと育んでいくことができるよう、園児の体験が豊かになる環境

を構成しながら教育及び保育を進めていくことが大切です。 

 


